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　人ロの動き

　11月1日現在
男　　　　　　5．165（一8）

女5261（＋5）
計10。426（一3）

世帯数　　2．354

（）内は前月との比較
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十
一
月
の
休
日
救
急
医
匹
～
～
3
～
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
急
患
以
外
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

　
　
十
一
月
一
〇
日
庭
野
医
院
T
E
L
②
二
七
二

　
　
　
〃
一
七
日
大
島
医
院
T
E
L
②
二
九
五
七

　
　
　
〃
≡
二
日
至
誠
堂
医
院
T
E
L
②
三
二
七
六

擾瀟

撫撫腿麗漂“

蝉竃うちに
トンネノレ越ケ沢

卜ツプカ一テ

　
待
望
の
越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル
が
し
ゅ
ん

工
し
、
先
月
二
十
四
日
に
開
通
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
田
中
総
理
大
臣
（
代
理
）
を
は
じ
め

地
元
選
出
の
国
・
県
会
議
員
や
、
近
隣

市
町
村
長
な
ど
、
多
数
の
来
賓
を
迎
え

て
の
開
通
式
は
、
は
じ
め
に
ト
ン
ネ
ル

入
口
で
現
地
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
二
五
二
線
期
成
同
盟
会

長
や
、
根
津
町
長
な
ど
六
人
の
手
に
よ

っ
て
、
テ
ー
プ
カ
ヅ
ト
が
行
わ
れ
、
工

事
従
事
者
、
用
地
協
力
者
の
代
表
に
よ

っ
て
ク
ス
玉
が
わ
ら
れ
て
ク
ラ
イ
マ
ヅ

ク
ス
、
錦
秋
に
映
え
る
あ
ざ
や
か
な
好

景
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
お
よ
そ
七
十
台
の
車
が
、
次

の
会
場
の
仙
田
小
学
校
ま
で
、
パ
レ
ー

ド
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
祝
福
と
安
全
祈
願

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
仙
田
側
で
は
あ
わ
せ
て
完
成

し
た
渋
海
橋
も
、
こ
の
日
か
ら
通
行
が

開
始
さ
れ
、
橋
の
上
か
ら
越
ケ
沢
方
面

に
む
け
て
、
部
落
中
総
出
で
パ
レ
ー
ド

を
歓
迎
、
日
の
丸
の
小
旗
や
、
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
で
、
最
近
に
な
い
大
き
な
で
き

ご
と
に
わ
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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幽
日
”のする

全通たナ‘あを嘘♂じ、の

獺

騨欝

　
開
通
し
た
越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル
は
、
延

長
が
五
百
五
十
四
メ
ー
ト
ル
、
つ
づ
ら

折
れ
の
難
所
と
言
わ
れ
て
い
た
峠
（
若

の
窪
）
を
い
っ
き
に
解
決
し
、
松
葉
沢

の
溜
池
を
見
お
ろ
す
ゆ
と
り
も
な
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
越
ケ
沢
部
落
に
到
着

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
越
ケ
沢
、
中
仙
田
間
で
一
部
防

雪
工
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
上

野
か
ら
中
仙
田
ま
で
の
お
よ
そ
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
は
、
全
線
舗
装
が
終
了
し
、

車
で
の
所
要
時
間
は
、
今
ま
で
の
約
三

分
の
一
く
ら
い
ま
で
に
短
縮
さ
れ
る
見

通
し
で
す
。

　
町
の
動
脈
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
道
路

『
境
、
a
『

～

の
完
通
は
、
い
ろ
い
ろ
の
面
で
明
る
い

話
題
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
完
全
無
雪
計
画
を
は
じ
め

来
年
予
定
し
て
い
る
中
学
校
統
合
を
容

易
に
す
る
一
方
、
十
日
町
市
、
柏
崎
市

と
の
交
流
も
円
滑
と
な
り
、
一
日
生
活

圏
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
ほ
か
、
工
場

誘
致
そ
の
他
産
業
面
へ
与
え
る
影
響
も

大
き
な
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
過
疎
地
と
し
て
、
従
来
は
と
か
く
暗

い
イ
メ
ー
ジ
の
多
か
っ
た
仙
田
地
区
が

一
躍
脚
光
を
浴
ぴ
る
こ
と
と
な
り
、
開

発
の
可
能
性
を
一
層
大
き
い
も
の
と
し

ま
し
た
。

レ
工
事
代
表
者
、
用
地
協
力
者
の
手
で
開
か
れ
た
ク
ス
玉
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地辺

長
　
レ
パ
レ
ー
ド
を
迎
え
る
地
元
の

町
　
人
た
ち

津根るべの灘謝で典鰍開▲

　
　
　
小

　
　
　
田

　
　
　
仙

　
　
　
の
は

　
　
　
め

　
　
　
　
　
　
ど

　
　
　
く

し
づ
ん

斤
　
　
こ

来

屋体がしゅんエ

る
じ
の
ロ
ロ
の
ラ
ド
の
じ
　
ち
ロ
　
ゆ
の
り
ち
ず
ち
ヂ
の
じ
り
ち
ほ
し
ち
ま
　
の
り
ち
　
　
の
じ
　
ち
げ
の
の
ナ
ロ
ず
　
ワ
　
　
の
コ
ら
ち
の
の
ロ
ぷ
ゆ
ロ
リ
の
ロ
の
の
ド
ち
ご
び
じ
の
ち
じ
し
の
ロ
リ
ち
じ
ま
り
ご
ロ
ず
ち
ド
ご
ワ
の
ゆ
ド
ほ
ニ
リ
リ

事
故
に
は
充
分
注
意
し
て
グ

　
道
路
が
良
く
な
る
と
交
通
事
故
が
多

発
す
る
と
い
う
ひ
に
く
な
現
象
が
過
去

に
あ
り
ま
す
。

　
特
に
こ
の
越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル
附
近
は

ゆ
る
や
か
な
勾
配
と
、
カ
ー
ブ
が
続
き

な
が
め
も
良
い
こ
と
か
ら
、
事
故
発
生

の
心
配
が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。

姦

　
　
　
　
鞍
羅
㈱
灘
　
．
＾
灘
，

　
春
以
来
不
自
由
を
し
て
い
た
仙
田
小

学
校
に
、
立
派
な
屋
内
体
育
館
が
完
成

し
、
先
月
二
十
一
日
に
関
係
者
や
全
校

児
童
た
ち
が
喜
ぴ
の
祝
賀
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
新
し
い
か
お
り
い
っ
ぱ
い
の
こ
の
屋

体
は
、
六
月
に
工
事
を
始
め
、
わ
ず
か

四
か
月
余
り
で
完
成
を
み
た
も
の
で
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
延
面
積
は

六
百
四
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
、
一
階
は

バ
レ
ー
コ
ー
ト
一
面
が
と
れ
る
運
動
場

　
お
互
い
に
事
故
に
は
十
分
注

し
ま
し
ょ
う
。

▲うた声に感謝をこめて

▼完成した屋体全景

ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
、
便
所
な
ど
を
備
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
階
に
は
更
衣
室

を
設
け
て
、
地
区
の
人
た
ち
の
利
用
に

も
役
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
工
費
お
よ
そ
五
千
三
百
万
円
、
近
代

建
築
に
あ
わ
せ
て
、
体
育
用
具
も
ピ
カ

ピ
カ
の
も
の
が
備
え
ら
れ
、
児
童
た
ち

の
喜
ぴ
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　
児
童
代
表
の
高
橋
文
子
さ
ん
は
、
　
「

高
い
天
井
、
夢
の
よ
う
な
照
明
設
備
、

劇
場
を
思
わ
せ
る
ス
テ
ー
ジ
が
わ
た
し

た
ち
の
も
の
と
な
り
、
ま
る
で
幸
福
の

女
神
が
訪
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
強
い
心
と
か
ら
だ
を
鍛
え
、
み
な
さ

ん
の
恩
に
報
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
の
べ
て
い
ま
し
た

　
今
年
春
開
校
し
た
ば
か
り
の
校
舎
、

引
続
い
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
、
さ

　
　
　
　
　
の

ら
に
今
回
の
屋
体
し
ゆ
ん
工
と
、
新
し

い
か
お
り
が
充
満
の
仙
田
小
学
校
、
父

兄
と
も
ど
も
喜
ぴ
い
っ
ぱ
い
の
表
情
で

し
た
。
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医療費

追
い
つ
か
ぬ
保
険
料

収
も
遠
く
な
い
気
配
で
す
。
高
額
保
険

料
は
、
家
計
に
も
大
き
く
影
響
し
て
来

ま
す
が
、
安
い
保
険
料
を
望
む
な
ら
、

そ
れ
は
、
医
療
費
に
関
心
を
も
っ
て
、

節
約
に
協
力
し
支
払
い
を
少
な
く
す
る

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
ふ
だ
ん
か
ら
十
分
な
休
養
や

、
栄
養
を
考
え
、
体
力
を
鍛
え
る
等
治
療

よ
り
予
防
の
面
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
参
考
ま
で
に
昨
年
九
月
と
今
年
の
九

月
の
支
払
い
医
療
費
は
次
の
よ
う
で
す

昨
年
内
一
千
四
十
万
円
。

今
年
、
一
千
七
百
四
十
八
万
三
千
円
。

増
額
分
、
七
百
八
万
三
千
円
。

と
な
り
、
民
俗
資
料
館
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
栄
町
及
ぴ
高
倉
に

完
成
し
た
町
営
住
宅
も
、
こ
の
条
例
改

正
で
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
節
約
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

またまたアップの

　
医
療
費
が
十
月
一
白

か
ら
再
ぴ
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
二
月
に
十
七
・
五
パ

ー
セ
ン
ト
上
が
り
、
今

ま
た
十
六
パ
ー
セ
ン
ト

と
、
都
合
三
十
三
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
、

大
幅
な
引
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。

加
え
て
老
人
や
妊
産
婦

の
無
料
化
や
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度

の
実
施
と
、
公
費
負
担
の
額
も
大
幅
に

増
額
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
え
る
と
高
く
な
る
の
が

保
険
料
で
す
。
国
が
出
し
て
く
れ
る
の

は
四
割
、
そ
れ
に
い
く
ら
か
の
交
付
金

も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
か
は
毎
月
の
保
険

料
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
不
足
分
は
ど
ん
ど
ん
保
険
料
を
上
げ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
分
は
み
な

さ
ん
自
身
へ
ま
わ
っ
て
行
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
値
上
げ
し
た
一
例
を
見
ま
す
と
、
ま

ず
、
往
診
療
が
今
ま
で
の
約
四
倍
に
な

り
ま
す
。
ニ
キ
ロ
ま
で
三
百
七
十
円
が

千
五
百
円
に
、
ニ
キ
ロ
ま
す
ご
と
に
、

百
六
十
円
が
七
百
円
で
す
。
ま
た
、
深

夜
加
算
や
休
日
、
時
間
外
加
算
も
大
幅

に
上
が
り
ま
し
た
。

　
医
療
費
に
も
っ
と
関
心
を

　
自
分
は
無
料
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
同

じ
病
気
で
何
か
所
も
の
病
院
へ
行
っ
た

り
、
人
の
つ
れ
に
自
分
も
行
く
な
ど
は

医
療
費
の
無
駄
使
い
と
言
え
ま
し
ょ
う

　
公
費
負
担
は
、
役
場
が
か
わ
っ
て
支

払
う
も
の
で
、
医
者
が
無
料
な
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
役
場
の
支
払
い
が
多
く

な
れ
ば
保
険
料
を
上
げ
る
以
外
に
な
い

の
で
す
。

　
こ
の
ま
ま
だ
と
、
保
険
料
の
倍
額
徴

・
一
一
一
一
一
一
－
一
，
O
●
●
O
■
噸
■
■
■
●
騨
一
一
一
■
一
周
一
曹
一
〇
〇
一
●
●
■
一
甲
卿
■
一
●
り
一
“
一
■
一
ロ
囎
騨
一
顧
一
■
■
り
0
一
甲
一
■
甲
騨
一
一
■
一
一
一
一
の
曹
一
一
り
一
冒
甲
一
甲
一
一
甲
一
一
一
曹
一
一
一
一
層
・
一
冒
冒
．
一
一
ロ
，
一
甲
一
り
一
卿
一
一
一
〇
一
一
一
齢
一
雪
り
一
．
O
・
一
一
一
甲
O
一
一
一
一
一
一
一
曜
9
・
一
一
一
一
一
－
．
一
，
一
昌
一
〇
一
〇
・
噂
雪
薗
「

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

㈱
丸
山
工
務
所
が
施
工

民
俗
資
料
館
を
田
戸
に
移
動

議会報告

　
町
議
会
は
、
去
る
五
日
に
第
八
回
の
臨
時
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
先
に
お
知
ら
せ
の
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設
の
、
請
負
契
約
の
議
決

を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
こ
の
結
果
株
式
会
社
丸
山
工
務
所
が
七
千
百

五
十
万
円
で
工
事
を
行
う
こ
と
に
決
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
同
セ
ン

タ
；
の
入
札
を
行
い
、
最
低
入
札
者
の

㈱
丸
山
工
務
所
と
仮
契
約
を
結
ん
だ
の

ち
、
十
一
時
か
ら
開
会
の
議
会
に
提
案

原
案
ど
お
り
の
議
決
を
得
て
、
正
式
に

同
社
と
本
契
約
が
結
ば
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

　
契
約
に
よ
る
と
、
完
了
期
限
は
来
年

の
十
月
三
十
日
、
工
事
期
間
は
三
百
六

十
日
と
長
期
に
わ
た
り
ま
す
が
、
今
年

の
降
雪
前
に
あ
る
程
度
工
事
を
進
め
て

お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
議

決
後
た
だ
ち
に
現
地
に
お
い
て
地
鎮
祭

を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
議
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
が
二
件
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
今
ま
で
民
俗
資
料
館
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
た
、
総
合
セ
、
ノ
タ
ー

の
上
野
分
館
を
、
田
戸
に
移
動
し
、
上

野
分
館
は
町
営
住
宅
に
用
途
変
更
を
し

た
も
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
月
か
ら
田
戸
の
旧

冬
期
分
校
が
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
分
館

献
血
十
回
以
上
の

小
林
さ
ん
・
根
津
さ
ん
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
日
赤
か
ら
の
表
彰
続
々
と
…

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
人
々
の
平
和
を

願
い
、
し
あ
わ
せ
な
社
会
を
築
く
こ
と

を
使
命
と
し
て
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず

広
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
社
費
納
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
み
な
き

ん
も
そ
の
活
動
の
一
端
を
に
な
い
、
お

な
じ
み
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
赤
十
．

字
社
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
部
門
で
町
関

係
の
大
勢
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
九
月
六
日
新
潟
市
に
お
い
て

県
赤
十
字
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
，

名
誉
副
総
裁
常
陸
宮
妃
殿
下
を
お
迎
え

し
て
の
席
上
、
川
西
町
分
区
が
社
員
増

「
強
な
ど
、
多
数
の
業
績
に
よ
り
表
彰
さ
．

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
十
月
二
十
六
日
に
は
、
同
じ

く
同
社
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「
第
六

回
愛
の
血
液
助
け
あ
い
の
つ
ど
い
」
に

お
い
て
、
事
業
推
進
の
功
労
者
及
ぴ
団

体
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
月
末
日
に
ば
、
社
業
実
績

功
労
者
六
名
に
対
し
て
、
特
別
社
員
証

書
が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
か
ら
赤
十
字

活
動
を
深
く
理
解
さ
れ
、
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り

心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り

で
す
．
　
　
（
敬
称
略
）

※
赤
＋
字
大
会
で
の
受
賞
者

　
一
．
支
部
長
表
彰

　
・
川
西
町
分
区
長
　

根
津
正
三

　
　
（
十
年
以
上
勤
務
し
、
社
業
の
発

　
　
展
に
寄
与
）

　
・
川
西
町
分
区

　
　
（
社
員
増
強
五
か
年
計
画
を
四
十

　
　
八
年
度
中
に
達
成
）

一
、
支
部
長
感
謝
状

　
・
川
西
町
分
区

　
　
（
四
十
六
年
度
よ
り
継
続
し
て
二

　
　
百
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
実
績
）

※
第
六
回
愛
の
血
液
助
け
あ
い
の
つ
ど

　
い
で
の
受
賞
者

　
・
銀
色
特
別
社
員

　
　
　
小
林
　
健
三
（
中
屋
敷
）

　
　
　
根
津
　
芳
雄
（
原
　
田
）

　
　
（
い
ず
れ
も
献
血
十
回
以
上
）

　
・
献
血
友
の
会
と
し
て
、
千
手
発
電

　
　
所
が
団
体
表
彰

※
社
業
実
績
功
労
に
よ
る
受
賞

　
・
銀
色
有
功
章

　
　
　
根
津
　
正
三
（
上
　
野
）

　
・
金
色
特
別
社
員

　
　
　
押
木
　
良
作
（
田
　
戸
）

　
・
銀
色
特
別
社
員

　
　
　
南
雲
　
源
次
（
中
仙
田
）

田小大
中川野

喜
教
（
大
白
倉
）

富
治
（
岩
瀬
）

利
八
（
仁
田
）

　
銀
色
有
功
章
及
ぴ
金
色
特
別
社
員
は

永
年
の
赤
十
字
社
業
に
対
す
る
功
労
表

彰
、
銀
色
特
別
社
員
は
、
四
十
六
年
以

前
よ
り
年
額
三
百
円
以
上
の
社
費
を
継

訓
練
生
の
募
集

　
県
立
十
日
町
専
修
職
業
訓
練
校

で
は
、
　
「
織
機
調
整
科
」
　
「
染
色

科
」
　
「
デ
ザ
イ
ン
科
」
の
訓
練
生

を
募
集
中
で
す
。

・
応
募
資
格

　
男
女
を
問
わ
ず
、
但
し
色
神
が

　
正
常
で
あ
る
こ
と
。

・
応
募
手
続
き

　
入
学
願
書
、
職
業
相
談
票
を
安

　
定
所
ま
た
は
、
同
校
へ
提
出
の

　
こ
と
。

6
応
募
締
切
り

　
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
十
九
日

・
選
考
日
時

　
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
二
十
七

　
日・訓
練
生
に
は
特
典
が
あ
り
ま
す

　
細
部
は
同
校
へ
。

続
し
て
納
め
、
合
計
が
三
千
円
以
上
に

達
し
た
社
員
．
に
与
え
ら
れ
た
称
号
で
す

　
な
お
、
昨
年
は
、
川
崎
正
子
（
学
校

町
）
、
根
津
新
一
郎
（
根
深
）
・
の
方
々

が
献
血
十
回
以
上
に
よ
り
、
銀
色
特
別

社
員
の
称
号
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

血
液
代
金
が

　
　
　
無
料
に

　
今
年
の
四
月
か
ら
、
輸
血
を
受
け
た

場
合
の
血
液
の
自
己
負
担
金
が
無
料
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
申
請
に
よ
り
赤
十
字
が
支

払
い
す
る
も
の
で
、
無
料
の
手
続
き
な

ど
に
つ
い
て
は
、
輸
血
を
受
け
た
医
療

機
関
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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すこやかな成長を！／

赤ちゃん表彰式

20人が入賞

．
．
へ
赫
勲
拶

　
　
　
　
　
　
　
・
濫

f
先
月
二
十
二
日
、
母
子
健
康
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
四
十
九
年
度
町
の
赤
ち

ゃ
ん
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
る
ま
る
と
し
た
、
か
わ
い
い
赤
ち

ゃ
ん
た
ち
の
、
に
ぎ
や
か
な
表
彰
風
景

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
は
、
次
の
二
十
名
の
人
た
ち
で

す
。
　
（
敬
称
略
）

お
母
さ
ん
　
赤
ち
ゃ
ん

関
口
久
美
子
英
生

中
村
ク
ニ
子
　
　
亘

登
坂
キ
ョ
和
文

大
塚
千
恵
子
裕
樹

佐
藤
恵
美
子
速
人

五
十
嵐
ミ
サ
オ
孝
　
幸

柳
　
逸
子
善
信

内
山
光
子
浩
樹

中
村
ヨ
リ
子
　
啓
　
二

半
田
ト
シ
敏
夫

高
橋
博
美
真
由
美

江
ロ
ト
ク
紀
子

金
子
正
枝
晶
代

小
嶋
は
る
子
早
苗

大
嶋
春
代
律
子

南
雲
久
子
宏
美

佐
久
間
イ
ツ
　
ま
ゆ
み

松
沢
真
代
恵
美
子

数
藤
篤
子
有
美

押
木
ミ
ヨ
広
美

町
名

中
島
町
坪
山
岩
瀬

高
原
田

中
仙
田
野
口

学
校
町

新
町
新
田

坪
山
室
島

神
社
町
野
口
岩
瀬

新
町
新
田

上
野

永
久
公
舎

中
島
町
上
野
沖
立
元
町

●
・
9
♂
、
・
。
．
、
、
『
、
…
艦
、
・
＝
・
∂
竃
。
．
。
・
、
’
3
・
．
，
、
．
．
．
・
、
，
・
の
．
．
，
、
．
．
・
・
、
，
．
φ
．
．
4
、
．
。
・
の
亀

・
…
…
・
益
目
　
出
思
…
：
．

消
防
指
令
車
購
入
に
と

　
　
　
　
　
　
上
野
の
富
井
歯
医
者
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
寄
附
…
…
…

　
町
の
消
防
団
長
と
し
て
、
長
年
お
つ

と
め
い
た
だ
い
た
上
野
の
富
井
正
治
さ

ん
は
、
先
月
一
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
が

ご
遺
族
の
政
光
（
富
井
歯
科
医
院
）
さ

ん
か
ら
、
香
典
返
し
と
し
て
、
消
防
指

令
車
購
入
資
金
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た

　
政
光
さ
ん
は
、
故
人
が
か
ね
が
ね
町

に
消
防
指
令
車
が
ほ
し
い
も
の
だ
、
と

特
殊
車
の
た
め
納
車
に
手
間
ど
り
、
残

念
な
が
ら
本
号
で
写
真
を
掲
載
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
体
帰
り
の

清
水
さ
ん

　
　
　
体
育
館
建
設
資

　
　
　
金
に
二
万
円

　
茨
城
国
体
（
相
撲
青
年
の
部
）
に
出

場
し
た
東
善
寺
・
清
水
隆
さ
ん
か
ら
、

こ
の
ほ
ど
、
町
の
体
育
協
会
を
通
じ
て

町
民
体
育
館
建
設
資
金
に
あ
て
て
ほ
し

い
と
、
寄
付
金
二
万
円
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
清
水
さ
ん
は
、
国
体
へ
出
発
前
の
壮

行
会
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
の
意

味
あ
い
か
ら
寄
付
を
思
い
立
ち
、
そ
の

使
途
や
取
り
扱
い
を
、
体
協
の
関
係
者

筋
に
一
任
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
清
水
さ
ん
の
寄
託
を
受
け
た
か

た
が
た
で
、
角
道
会
関
係
と
も
相
談
の

結
果
、
懸
案
の
町
民
体
育
館
建
設
資
金

と
し
て
、
町
に
寄
一
付
す
る
の
が
最
も
ふ

さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
寄

付
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
国
体
に
お
け
る
清
水
さ
ん
の

活
躍
ぷ
り
は
、
団
体
戦
と
個
人
戦
通
算

五
勝
二
敗
と
い
う
、
り
っ
ぱ
な
も
の
で

し
た
。

商
内
さ
イ
ぽ

婦
人
会
員
が

　
　
町
内
め
ぐ
り

　
絶
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
よ
り
と
な

っ
た
去
る
日
、
千
手
地
区
婦
人
会
員

二
十
三
名
が
、
町
内
め
ぐ
り
を
行
い

大
い
に
見
聞
を
広
め
た
。

　
と
か
く
外
出
の
機
会
が
少
な
く
、

同
じ
町
内
と
言
え
ど
も
ま
だ
行
っ
た

こ
と
が
な
い
　
見
た
こ
と
が
な
い
と

　
っ
た
婦
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
公

民
館
で
は
毎
年
の
行
事
と
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
も
こ
れ
が
三

回
目
。

　
ぐ
ず
つ
き
気
味
の
秋
空
も
、
美
女

貴
婦
人
を
迎
え
て
、
こ
の
日
ば
か
り

は
上
気
嫌
、
ブ
ウ
ブ
ウ
重
そ
う
に
あ

え
ぐ
バ
ス
と
は
対
象
に
、
キ
ャ
ァ
キ

ャ
ア
は
し
ゃ
ぐ
ご
婦
人
た
ち
、
　
「
声

だ
け
聞
い
て
い
れ
は
ま
る
で
ム
ス
メ

だ
」
、
と
は
引
卒
者
の
弁
、
と

に
か
く
楽
し
そ
う
な
ふ
ん
囲
気

　
節
黒
城
で
の
展
望
も
ま
た
格

別
で
「
マ
ア
、
き
れ
い
」
　
「
ワ

ア
、
す
ば
ら
し
い
」
の
連
発
。

あ
れ
が
田
代
、
こ
れ
が
星
名
新

田
の
説
明
に
、
　
「
こ
ん
な
所
で

生
活
し
て
い
る
人
も
あ
る
の
ね

え
」
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
同
情
も
。

　
昼
食
と
も
な
れ
ば
、
各
自
持

参
の
お
に
ぎ
り
、
果
物
、
菓
子

等
々
を
山
の
よ
う
に
広
げ
、
子

供
た
ち
の
遠
足
さ
な
が
ら
。

　
仙
田
地
区
全
部
落
を
ま
わ
っ

て
帰
宅
し
た
が
、
と
き
に
は
ゆ

っ
く
り
と
自
分
た
ち
の
町
内
を

見
て
歩
く
こ
と
も
大
切
な
勉
強
、
ゆ
く

ゆ
く
は
産
業
や
観
光
、
歴
史
探
訪
へ
と

レ
パ
；
ト
リ
ー
を
広
げ
て
い
け
る
な
ら

す
ば
ら
し
い
町
内
め
ぐ
り
と
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。
広
報
、
広
聴
活
動
で
も

是
非
企
画
し
た
い
催
し
で
あ
る
。

の
謝
礼
と
し
て
い
た
だ
い
た
千
円
を
寄
　
社
会
福
祉
面
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
く

付
さ
れ
た
方
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
　
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
＝
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；
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．
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．
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言
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
遺
志
を
受
け
て

贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
、
購
入
す

る
車
は
、
マ
ツ
ダ
ル
ー
チ
ェ
、
千
八
百

C
C
の
ラ
イ
ト
バ
ン
、
赤
色
回
転
灯
、

サ
イ
レ
ン
、
拡
声
装
置
な
ど
を
つ
け
、

百
十
万
と
い
う
高
価
な
も
の
で
す
。

　
厚
意
に
感
謝
し
な
が
ら
、
さ
っ
そ
く

注
文
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
あ
り
ま
す
が

沢
口
さ
ん
か
ら

　
香
典
返
し

　
下
平
新
田
の
沢
口
保
夫
さ
ん
か
ら
、

先
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
武
三
郎
さ
ん
の

香
典
返
し
と
し
て
二
万
円
の
寄
付
が
あ

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
匿
名
で
拾
い
物

青
年
僧
侶
の
会
が

心
身
障
害
児
に
は
げ
ま
し
の
托
鉢

　
中
魚
沼
郡
市
内
の
禅
宗
、
青
年
僧
侶

の
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
当
町
の
一
部
で

托
鉢
を
行
い
ま
し
た
が
、
集
ま
っ
た
浄

財
五
万
二
千
八
百
八
十
二
円
を
、
町
社

会
課
を
通
じ
て
、
郡
部
心
身
障
害
児
救

済
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
そ
の
全
額

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
年
僧
侶
の
会
は
十
四
人
で
構
成
、

心
身
障
害
児
に
少
し
で
も
は
げ
ま
し
の

気
持
が
お
く
れ
る
な
ら
、
と
自
分
た
ち

の
修
業
も
か
ね
て
、
こ
の
事
業
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
昨
年
は
十
日
町
市
内

で
托
鉢
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
身
障
害
児
救
済
托
鉢
に
、
み
な
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
暖
い
ご
理
解
と
ご

協
力
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

体
験
発
表
ま
じ
え

保
健
衛
生
大
会

　
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
は
、
地
区

衛
生
組
織
活
動
の
強
化
を
は
か
る
た
め

九
月
二
十
九
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
保

健
衛
生
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
昨
年
に
続
い
て
二
回
目
の
大
会
で
、

各
地
区
の
婦
人
会
や
、
衛
生
推
進
員
な

ど
百
五
十
名
が
参
加
、
地
区
実
践
活
動

の
発
表
を
中
心
に
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
実
践
活
動
の
発
表
は
、
山
野
田
町
内

の
宮
啓
一
さ
ん
が
「
献
血
の
必
要
性
と

組
織
化
に
つ
い
て
」
、
木
島
町
の
小
林

健
三
さ
ん
が
「
木
島
町
の
環
境
衛
生
推

進
に
つ
い
て
」
、
田
戸
の
樋
口
栄
助
さ

ん
が
「
私
の
歩
ん
だ
道
」
で
、
体
験
を

通
じ
て
の
苦
労
話
や
、
地
区
ご
と
の
組

織
活
動
の
必
要
性
を
訴
え
た
も
の
で
す

　
な
お
、
推
進
協
議
会
副
会
長
の
藤
田

宏
太
郎
さ
ん
か
ら
、
　
「
こ
れ
か
ら
の
地

区
衛
生
組
織
活
動
の
あ
り
方
」
と
題
し

て
、
約
一
時
間
の
講
演
が
あ
り
、
こ
の

大
会
の
幕
と
し
ま
し
た
。
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ぶ
な
林
に
炊
飯

　
　
　
　
施
設
が
完
備

　
長
福
寺
裏
山
の
ぶ
な
林
に
、

こ
の
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
炊
飯
施

設
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

六
角
棟
の
中
に
は
、
給
水
施
設

や
、
か
ま
場
ま
で
設
け
ら
れ
て

あ
り
、
北
側
に
完
成
し
た
便
所

と
あ
わ
せ
て
、
キ
ャ
ン
プ
や
、

山
遊
ぴ
が
一
層
楽
し
く
な
り
ま

す
。　
完
成
と
同
時
に
、
二
六
公
園

（
ぶ
な
林
）
保
存
会
で
は
使
い

そ
め
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

衛
生
的
な
施
設
の
完
成
に
、
み

ん
な
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

◎

が
い
な
く
お
届
け
す
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▲
郵
便
番
号
等
は
っ
き
り
と

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
が
正
し
く

書
か
れ
て
い
な
い
と
郵
便
物
が
迷
い
子

に
な
り
ま
す
。

　
特
に
団
地
や
ア
パ
ー
ト
の
棟
番
号
を

し
っ
か
り
と
、
ま
た
、
下
宿
や
同
居
な

ど
の
方
に
は
、
世
帯
主
名
も
忘
れ
ず
に

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▲
荷
造
り
に
も
注
意
し
て

　
小
包
は
、
じ
ょ
う
ぷ
な
包
装
紙
や
ヒ

モ
で
荷
造
り
を
し
て
、
中
身
が
と
ぴ
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
サ
ケ
な
ど
の
ナ
マ
物
は
、
水

物
が
で
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
は
な
し
①

　
戸
籍
は
日
本
国
民
の
登
録
で
す
。

出
生
、
死
亡
を
は
じ
め
、
婚
姻
、
養

子
縁
組
な
ど
、
人
間
の
身
分
関
係
を

公
簿
（
戸
籍
簿
）
に
記
載
し
て
お
き

必
要
な
と
き
に
そ
の
証
明
が
で
き
る

よ
う
、
親
族
関
係
、
身
分
関
係
を
明

ら
か
に
し
て
お
く
制
度
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
事
な
戸
籍
は
、
み

な
さ
ん
の
届
出
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま

す
。
ま
ち
が
っ
た
届
出
を
し
ま
す
と

戸
籍
に
も
ま
ち
が
っ
た
記
載
が
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
し
、
届
出
を
し
な
い

と
い
つ
ま
で
も
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
子
供
が
生
ま
れ
た
ら
十
四
日
以
内

に
、
肉
親
が
亡
く
な
っ
た
ら
七
日
以

内
に
、
正
し
く
、
す
み
や
か
に
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

囹
庁
内
人
事

▽
採
用
／
十
月
一
日
付

　
高
校
川
西
分
校
・
高
橋
英
一
、
仙
田

小
学
校
・
小
林
勇
一

▽　退

　
職
／
十
月
三
十
一
日
付

　
教
育
委
員
会
・
富
井
久
美
子
、
橘
保

育
園
・
水
落
マ
ル
子

㊧
幽

ま
す
が
、
二
十
八
日
現
在
で
集
め
ら
れ

た
浄
財
は
、
三
十
八
万
二
千
百
六
十
六

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
目
標
額
四
十
五
万
八
千
四
百
円
に
あ

と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
。

　
明
る
く
し
あ
わ
せ
な
社
会
づ
く
り
に

引
続
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

か
わ
琶

　
　
擁
壇

太
田
白
南
風
選

松
風
園
南
雲
文
峯

赤
い
羽
根

　
　
　
あ
と
一
歩
、
引
続

　
　
　
い
て
ご
協
力
を
〃
鱒

、

年
末
は
こ
み
あ
い
ま
す

贈
答
品
小
包

十
月
一
日
よ
り
「
助
け
あ
い
を
こ
だ

＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
囎
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝

ど
う
せ
出
す
な
ら
混
ま
な
　
o

い
う
ち
に
　
　
　
　
誘

α

O
O

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
せ
よ
う
」
の
ス
〒
ガ
ン
で
、
赤
（
◎
新
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
羽
根
共
同
募
金
を
お
願
い
し
て
お
り
　
◎
新
婦

は
早
め
に
　
…
一
＝
．
≡
…
…
…
一
．
…
＝
＝
＝
…
＝
、
、
、
（
◎
新
郎

燕
癖
織
羅
繊
懸
馨
繰
灘

　
賀
状
の
差
出
し
よ
り
一
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

l
o
　
し

　
ら國

早
く
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
る

の
が
、
年
末
の
贈
答
用
小

包
で
す
。

　
郵
便
局
で
は
、
こ
の
月

に
な
る
と
、
ふ
だ
ん
の
月

の
三
倍
も
の
郵
便
物
を
取

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

“
　
　
　
扱
い
ま
す
の
で
、
贈
答
用
（
◎
新
郎

　
　
　
小
包
な
ど
は
早
め
に
お
願
　
◎
新
婦

　
　
　
い
し
ま
す
．
　
　
（
◎
新
郎

　
　
　
　
ま
た
、
郵
便
物
を
ま
ち
　
◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

月数富登茂齋小清
岡藤井坂野木杉水

良政静敏栄輝幸文
子信子彦子夫子一

中
屋
敷

＋
日
町
か
ら

発
電
所
通
り

藤
沢
か
ら

岩
瀬

＋
日
町
か
ら

沖
立

＋
日
町
か
ら

（
◎
新
郎

◎
新
婦

滝
井
　
保

上
村
ヨ
シ
子

羽
鳥
　
一
徳

藤
巻
幸
子

小
海
繁
雄

石
田
理
恵
子

山
家
善
夫

山
家
知
子

田
中
長
五

蔵
品
サ
チ
子

小
林
成
栄

富
澤
恵
子

高
橋
　
一
男

小
林
キ
ミ
子

野
　
口

＋
日
町
か
ら

仁
　
田

塩
辛
か
ら

小
根
岸

浦
川
原
か
ら

木
落
木
落
か
ら

小
白
倉

霜
条
か
ら

中
仙
田

松
代
か
ら

三
領

中
屋
敷
か
ら

齋
藤
佳
子

福
原
恵
美

高
橋
美
津
子

田
村
真
一

基勝健孝
　利治雄

長二長長
男女女女

山高原上
野
田倉田野

昇
天
i
ご
め
い
福
を
祈
る

富
井
正
治

水
落
ギ
ユ
ノ

高
橋
雅
司

高
橋
平
治

山
田
ケ
イ

仁赤上仁上

田谷野田野

八八六五五
四三八九七

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

村山佐田
山岸藤村

幸紀義美
子子幸保

正
司
長
女
高
原
田

義
夫
長
男
小
脇

昭
一
郎
二
女
発
電
所
通

好
和
二
女
木
島

お
わ
び

　
前
月
号
の
戸
籍
の
窓
か
ら
の
欄
で
、

う
ぷ
声
の
高
橋
宗
子
　
光
政
　
二
男
と

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
高
橋
宗
子

光
政
　
長
女
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

て
お
わ
ぴ
し
ま
す
。

深
々
と
し
づ
か
に
動
く
菊
の
秋

中
天
の
片
割
月
や
虫
の
夜

有
明
の
月
の
残
れ
る
渡
り
鳥

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

人
は
み
な
赤
い
羽
根
つ
け
霜
の
町

物
売
り
の
声
か
ん
高
し
鰯
雲

山
峡
に
蜻
蛉
の
と
ぶ
き
の
こ
と
り

　
　
　
　
　
白
倉
中
三
　
義
　
　
　
仁

帰
省
し
て
村
路
な
つ
か
し
落
葉
道

初
霜
を
踏
ん
で
元
気
な
登
校
の
子

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

山
茶
花
の
咲
き
の
ぴ
て
い
る
垣
根
越

峠
茶
屋
ふ
も
と
に
下
り
て
初
雪
す

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
凡
石

秋
晴
れ
の
朝
空
高
く
凪
ぎ
澄
め
り

納
税
メ
モ

国
税
と
地
方
税

国
税
（
直
接
税
）
”
所
得
税
・
相

　
　
続
税
・
贈
与
税
な
ど

　
　
（
間
接
税
）
”
酒
税
・
印
紙

　
　
税
な
ど
で
税
務
署
が
所
管

地
方
税
（
道
府
県
税
）
”
事
業
税

　
　
不
動
産
取
得
税
・
自
動
車
税

　
　
な
ど
で
財
務
事
務
所
が
所
管

　
　
（
市
町
村
税
）
”
市
町
村
民

　
　
税
・
国
定
資
産
税
・
軽
自
動

　
　
車
税
な
ど
で
市
町
村
が
課
税

　
国
税
と
地
方
税
は
、
そ
の
性
格

か
ら
課
税
標
準
の
算
定
が
同
一
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
（
以
下
次
号
）

　
今
月
は
固
定
資
産
税
の
第
四
期

分
の
納
期
で
す
。

胤




